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こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
各
種
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
特
化
し
、

そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
す
る
た
め
、
平
成
19
年
２

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

収
集
し
た
調
査
結
果
や
各
種

デ
ー
タ
、
あ
る
い
は
収
支
検
討

な
ど
の
内
容
に
よ
る
と
、
ペ
レ
ッ

ト
製
造
や
コ

(

※)

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
発
電
な
ど
、
庄
原
森
の
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
団
地(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想
の
中
核
を
成
す
各
種
事
業

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
製

材
事
業
の
成
立
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
製
材
事
業
の
成
立

を
中
心
に
、
各
種
事
業
の
具
体

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
発
電

発
電
と
と
も
に
発
生
す
る
廃
熱

を
有
効
に
活
用
す
る
自
家
発
電
シ

ス
テ
ム
。

●
ビ
ジ
ョ
ン
の
主
な
内
容

重
点
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
主
に
以

下
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。①

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
を
巡

る
政
策
動
向

②
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
関

す
る
庄
原
市
の
状
況

③
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

の
先
進
事
例

④
庄
原
市
で
取
り
組
み
可
能

な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事

業
の
検
討

⑤
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想
の

実
現
に
向
け
て

⑥
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想
の

中
心
と
な
る
木
材
関
連
事

業
の
成
立
可
能
性
検
討

広報しょうばら 2007.06�
����������バ

イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
に
か
か
る
高
コ
ス
ト
構
造
を
低
減
で
き
れ
ば
、
こ
の
事
業
に
お
け
る
庄
原

市
の
強
み
を
さ
ら
に
活
か
せ
、
地
域
の
活
性
化
策
・
環
境
へ
の
貢
献

(

森
林
保
全
・
温
暖
化
ガ
ス
削

減
な
ど)

と
し
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業

【
森
林
整
備
の
促
進
】

・
５
０
０
ｔ
の
ペ
レ
ッ
ト
製
造

に
は
間
伐
材
な
ど
を
１
、０

０
０
ｔ
程
度
利
用
し
ま
す
。

・
間
伐
作
業
が
収
入
に
つ
な
が

る
こ
と
で
、
林
業
関
係
者
の

伐
採
意
欲
が
向
上
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

【
林
業
振
興
】

・
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業
者
だ
け

で
な
く
、
山
林
所
有
者
・
素

材
生
産
業
者

(

伐
採
業
者
・

森
林
組
合)

に
も
一
定
の
利

益
が
還
元
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

←
次
頁
へ
続
く

庄
原
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
点
ビ
ジ
ョ
ン

2

広報しょうばら 2007.06 �
製
材
や
ペ
レ
ッ
ト
製
造
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
を
は

じ
め
と
す
る
木
材
関
連
事
業
を
、
市
域
内
に
集
積
す
る
こ
と

で
イ
ン
フ
ラ
や
労
働
力
、
販
路
、
調
達
先
な
ど
を
互
い
に
補

完
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
製
材
所
か
ら
出
る
残
材
は
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
の

原
料
や
ガ
ス
化
発
電
の
燃
料
な
ど
に
利
用
し
、
発
生
す
る
電

気
や
熱
を
製
材
所
や
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
内
で
一
連
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
、
資

源
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
事
業
の
低

コ
ス
ト
化
、
高
付
加
価
値
化
、
さ
ら
に
は
事
業
機
会
の
拡
大

な
ど
に
よ
る
採
算
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
図
式
化
し
た
も
の
が
、
庄
原
森
の
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
団
地

(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想
で
す
。

※
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は

ぶ
ど
う
の
房
の
意
味
で
、
こ
こ
で
は
各
事
業
が
ぶ
ど
う
の
房
の

よ
う
に
相
互
に
関
連
さ
せ
て
、
一
つ
の
集
合
体
と
な
る
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。

市が策定した ｢みどりの環｣ 経済戦略ビジョン・幸せ倍増計画は､ 庄原市の ｢強み・強い分野｣
である農村・農林業資源を背骨に農林業と第２・第３次産業が一体になった域内経済循環を作り
出し､ 市民所得を向上させ､ 安定した､ 安心の暮らしを実現しようとする計画です｡
広大な森林を有する庄原市では､ そこに存在する豊富な木質バイオマス(※)を資源として有効活
用することで､ 新産業創出や林業振興､ さらには循環型社会の構築を実現しようと考えており､
｢木質バイオマス活用プロジェクト｣ として様々な取り組みを検討しています｡

※木質バイオマスとは
｢バイオマス｣ とは､ 生物資源 (bio) の量 (mass) を表す言葉であり､ ｢再生可能な､ 生物由来の有

機性資源 (化石燃料は除く)｣ のことを呼びます｡ そのなかで､ 木材からなるバイオマスのことを ｢木質
バイオマス｣ と呼びます｡
木質バイオマスには､ 主に､ 樹木の伐採や造材のときに発生した枝､ 葉などの林地残材､ 製材工場など

から発生する樹皮やのこ屑などのほか､ 住宅の解体材や街路樹の剪定枝などの種類があります｡
(林野庁ホームページから抜粋) ����

強
み������合

併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
庄
原
市
は
、
１
、２
４
６
・
６�(

香
川
県
の
お
よ
そ
３
分
の
２)

と
い

う
広
大
な
面
積
で
す
が
、
実
に
そ
の
８
割
が
森
林
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
庄
原
市
が
豊
富
な
資
源
を
有
し
て
い
る
、
つ
ま
り

｢

強
み｣

を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
は
、
こ
の

｢

強
み｣

を
生
か
し
て
既
存
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
を
活
性
化
し
、
さ
ら
に

は
新
規
事
業
な
ど
を
創
出
す
る
た
め
、
市
内
で
一
連
の
流
れ
を
構
築
で
き
な
い
か
検
討
し
、｢

庄
原
森

の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想｣

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、｢

庄
原
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
点

ビ
ジ
ョ
ン｣

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

庄
原
森
の
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
団
地(

ク

(

※)

ラ
ス
タ
ー)

構
想

1
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近
年
、
高
齢
化
や
林
業
の
衰

退
な
ど
に
よ
り
、
森
に
手
が
入

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
里
山
の

荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
道
州
制
の
議
論
が
本
格
化

し
、
今
後
地
域
が
自
立
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
、
庄

原
市
の
広
大
な
森
林
資
源
を
活

用
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で

す
。現

在
、
東
南
ア
ジ
ア
で
森
林

の
伐
採
が
禁
止
さ
れ
、
日
本
に

輸
入
さ
れ
る
木
材
は
北
欧
が
中

心
で
す
が
、
少
し
ず
つ
外
国
産

材
の
価
格
も
上
昇
し
、
国
産
材

が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に
よ
っ

て
、
代
替
燃
料
と
し
て
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
の
植
物
を
発
酵
さ
せ
、
蒸

留
し
て
製
造
し
て
い
ま
す
が
、

農
産
物
を
燃
料
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
穀
物
相
場
の
価
格
が
上

が
る
な
ど
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
製
材
か
ら
出
た

廃
材
や
間
伐
材
、
稲
わ
ら
、
も

み
殻
な
ど
、
現
在
廃
棄
し
て
い

る
農
林
業
の
副
産
物
を
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き

れ
ば
、
里
山
が
再
生
す
る
と
考

え
、
大
学
で
も
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

里
山
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
、

キ
ノ
コ
や
山
菜
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
物
資
源
が
新
た
に
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
庄
原
市
の
豊
か

な
自
然
を
将
来
に
わ
た
っ
て
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
の

役
割
で
す
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
す
る
こ
と
は
と
て
も
意

味
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
里

山
を
守
る
意
識
を
強
く
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
で
も
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
や
里
山
の
再
生
方

法
を
各
方
面
か
ら
検
討
し
て
い

き
、
新
た
な
提
案
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★

｢

み
ど
り
の
環｣

経
済
戦
略

ビ
ジ
ョ
ン
、
庄
原
市
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
重
点
ビ
ジ
ョ
ン
、
庄
原
市

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

������������������������
�������������問

い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
企
画
係

�(

０
８
２
４)

７
３-

１
１
１
４

農
林
振
興
課
振
興
係

�(

０
８
２
４)

７
３-

１
１
３
２

広広報報ししょょううばばらら 22000077..0066�

���������
ＳＡＲＵプロジェクト会議
森 永 力議長

県立広島大学 生命環境学部長・生命環境学部教授
ＳＡＲＵプロジェクト会議のSARUは里山ルネッサ
ンスの略｡ 平成18年度から会議の議長を務め､ 里山
の再生方法などを議論しています｡

■
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
発
電

【
産
業
の
振
興
】

・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
装

置
を
導
入
し
た
事
業
者
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
抑
制
が

実
現
す
る
た
め
、
事
業
性
の

向
上
・
関
係
す
る
事
業
者
へ

の
好
影
響
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
エ
タ
ノ
ー
ル
抽
出
な
ど

【
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
関
連

す
る
技
術
・
知
見
の
地
域
へ

の
蓄
積
】

・
先
進
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
に
関
連
す
る
技
術
・
知
見

を
保
有
す
る
事
業
が
地
域
で

展
開
さ
れ
る
こ
と
で
、
周
辺

産
業
・
地
元
事
業
者
に
と
っ

て
も
新
規
事
業
に
つ
な
が
る

刺
激
と
も
な
り
え
る
ほ
か
、

関
係
す
る
事
業
・
人
材
の
集

積
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

■
各
事
業
共
通

【
地
球
環
境
へ
の
貢
献
】

・
灯
油
な
ど
の
化
石
燃
料
か
ら

再
生
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
へ
の
代
替
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の

排
出
削
減
・
化
石
燃
料
の
使

用
削
減
に
貢
献
し
ま
す
。

【
環
境
貢
献
活
動
の
促
進
】

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
事
業
と
し
て

地
域
の
ス
タ
ン
ス
を
示
す
こ

と
で
、
市
民
に
よ
る
他
の
環

境
貢
献
活
動

(

省
エ
ネ
・
廃

油
再
利
用
・
里
山
整
備
な
ど)

に
も
好
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

【
地
域
の
知
名
度
向
上
】

・
先
進
的
に
未
利
用
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
一
定
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

・
バ
イ
オ
マ
ス
活
動
で
知
名
度

が
上
が
っ
た
岡
山
県
真
庭
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
１
万
人
以

上
の
視
察
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に

つ
い
て
は
、
広
報
し
ょ
う
ば
ら

３
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

地
域
の
未
利
用
資
源
を
有
効
活

用
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
平

成
19
年
１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

１
月
31
日
に
は
、
県
内
で
最

初
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
し

て
、｢

バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ

ン
総
合
戦
略
推
進
会
議｣

か
ら

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
構
想
の
柱

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
に

利
活
用
し
た
資
源
循
環
シ
ス

テ
ム
の
構
築

・
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
資

源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◆
構
想
の
目
標

・
家
畜
排
泄
物
や
製
材
残
渣
な

ど
の
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス

を
90
％
以
上
利
活
用
す
る
。

・
間
伐
材
や
稲
わ
ら
な
ど
の
未

利
用
系
バ
イ
オ
マ
ス
を
40
％

以
上
利
活
用
す
る
。

◆
期
待
さ
れ
る
効
果

・
資
源
循
環
型
の
地
域
生
活
、

経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
森
林
適
正
管
理
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
吸
収
源
の
確
保

・
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量

削
減

・
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果

・
環
境
意
識
の
向
上

■
具
体
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
構

想
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
目

指
す
べ
き
目
標
や
事
業
化
な
ど

を
提
案
し
て
お
り
、
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

平
成
19
年
度
で
は
、
公
共
施

設
な
ど
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
導
入
、
東
城
温
泉
施
設

(

リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城)

へ

の
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
導
入
、

さ
ら
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
か

ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
に
関
す

る
実
証
実
験
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
具
体
的
事
業
化
を

検
討
す
る｢

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議｣

を
は
じ
め
、
関
係

団
体
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
な
が
ら
、
各
種
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
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庄
原
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
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地
域
の
子
ど
も
を
守
る
た
め
、

東
自
治
振
興
区
は
昨
年
４
月
か

ら
、｢

地
域
安
全
見
守
り
隊｣

を
自
治
会
単
位
で
組
織
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
に

｢

見
守
り
活
動｣

を
展
開
し
て

い
ま
す
。

平
成
17
年
11
月
に
発
生
し
た

広
島
市
矢
野
西
小
の
女
児
殺
害

事
件
や
同
年
12
月
に
発
生
し
た

栃
木
県
日
光
市
の
女
児
殺
害
事

件
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
振
興

区
の
総
務
部
を
中
心
に

｢

地
域

の
子
ど
も
は
地
域
み
ん
な
で
守

り
育
て
て
い
こ
う｣

と
い
う
機

運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

総
会
で
の
提
案
に
、｢

子
ど

も
の
安
全
は
親
が
守
る
べ
き｣

｢

見
守
り
隊
は
良
い
こ
と
だ
が
、

義
務
と
し
て
押
し
付
け
ら
れ
る

と
し
ん
ど
い｣

な
ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
が
、｢

事
情
は
そ
れ

ぞ
れ
あ
る
が
、
区
民
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
方
法
を
考
え
て
み

よ
う｣

と
、
14
全
て
の
自
治
会

で
組
織
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。庄

原
市
自
治
振
興
区
活
動
促

進
補
助
金
で
タ
ス
キ
２
０
０
本
、

ス
テ
ッ
カ
ー
１
６
０
枚
を
作
成
。

女
性
会
や
老
人
会
も
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
隊
員
は
タ
ス
キ

を
か
け
、
東
小
学
校
と
庄
原
小

学
校
に
通
う
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
学
校
か
ら
自
宅
ま
で
、
各

自
治
会
が
リ
レ
ー
方
式
で
つ
な

ぎ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歩

い
た
り
、
自
宅
近
く
の
通
学
路

に
出
て
見
守
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
隊
員
が
で
き
る

方
法
で
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

隊
員
の
一
人
は

｢

以
前
は
知
ら
な
い

人
に
は
声
を
か
け
て

は
い
け
な
い
と
い
う

雰
囲
気
だ
っ
た
が
、

今
で
は
顔
見
知
り
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち

が
よ
く
挨
拶
を
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
う
れ
し
い｣

と
話

し
て
い
ま
す
。

見
守
り
隊
員
に
１

４
４
人
が
登
録
。
そ

の
中
心
は
65
歳
か
ら

80
歳
と
高
齢
者
が
多

い
。
ま
た
、
見
守
り
隊
員
の
固

定
化
な
ど
、
活
動
が
１
年
経
過

し
、
新
た
な
課
題
も
出
て
き
ま

し
た
。

隊
員
の
岡
本
義
雄
さ
ん
は

｢

地
域
で
子
ど
も
を
守
ろ
う
と
、

観
念
で
は
分
か
っ
て
い
る
け
ど

実
践
で
き
て
い
な
い
の
が
大
半
。

そ
の
中
で
１
年
間
継
続
し
、
活

動
が
２
年
目
に
入
っ
た
こ
と
は

区
民
の
自
信
に
な
る
。
勤
め
や

諸
般
の
事
情
で
参
加
で
き
な
い

人
も
い
る
が
、
自
分
の
で
き
る

範
囲
内
で
、
た
と
え
ば
月
１
回

や
２
ヵ
月
に
１
回
で
も
い
い
。

畑
仕
事
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
帰
り
を
気
に
か
け
る
の

で
も
い
い
。
特
定
の
人
に
ま
か

せ
て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の

で
は
な
く
、
具
体
的
な
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
大
事｣

と
、
継

続
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

５
月
10
日
に
は
庄
原
警
察
署
長

か
ら
東
自
治
振
興
区
へ
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

広報しょうばら 2007.06�

自
治
会
ご
と
に
地
域
安
全
見
守
り
隊

東
自
治
振
興
区

庄原警察署長から林正勝美区長へ感謝状が手渡される

約３キロの道のりを歩いて出迎え一緒に帰る隊員

通学路に出て子ども見守る

広報しょうばら 2007.06 �
｢無事に元気で育ってほしい！｣ ｢子どもは地域の宝！｣｡ 子どもの安全は､ 家族

はもちろん地域の切実な願いです｡ その一方で､ 何の罪もない子どもたちが巻き込
まれる事件や事故が全国各地で相次いでいます｡
子どもの安全を守る地域の活動を通して､ 一人ひとりができることを考えてみま
しょう｡
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備
北
商
工
会
女
性
部
高
野

支
部

(

藤
元
咲
枝
部
長
・
29

人)

が
４
月
17
日
、
高
野
地

区
の
新
１
年
生
14
人
に
交
通

安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

部
員
が
子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
の
安
全
を
祈
っ
て
、
赤

い
布
に
綿
を
詰
め
て
サ
ル
の

形
に
縫
っ
た
手
作
り
の
マ
ス

コ
ッ
ト
。
山
口
県
の
商
工
会

女
性
部
と
の
交
流
で
こ
の
活

動
を
知
り
、
昭
和
59
年
か
ら

毎
年
、
小
学
１
年
生
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
部
員
を
代

表
し
て
３
人
が
高
野
小
学

校
を
訪
問
し
、｢

無
事
に

元
気
で
通
学
し
て
ね｣

と

話
し
か
け
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
ラ

ン
ド
セ
ル
に
マ
ス
コ
ッ
ト

を
つ
け
ま
し
た
。

藤
元
咲
枝
部
長
は
、

｢

サ
ル
は
昔
か
ら
危
険
が

去
る
と
い
っ
て
縁
起
の
よ

い
動
物
。
６
年
間
無
事
で

元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

登
下
校
の
安
全
を
守
る

マ
ス
コ
ッ
ト

備
北
商
工
会
女
性
部
高
野
支
部

子
ど
も
の
安
全
を
守
っ
て

い
こ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ

た
こ
と
で
、
庄
原
警
察
署
は

昨
年
９
月
か
ら
全
国
で
も
初

め
て
と
な
る

｢

パ
ト
カ
ー
の

駅｣

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

各
小
学
校
の
通
学
路
に
設

け
ら
れ
た｢

パ
ト
カ
ー
の
駅｣

で
は
、
子
ど
も
の
下
校
時
間

に
合
わ
せ
て
パ
ト
カ
ー
を
停

車
し
、
地
域
の
防
犯
団
体
な

ど
と
一
緒
に
子
ど
も
の
見
守

り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
署
と
地
域
住
民

と
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、

相
談
や
要
望
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
庄
原
警

察
署
で
は
、
登
下
校
時

に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
パ
ト
カ
ー

が
決
ま
っ
た
時
間
に
決

ま
っ
た
場
所
に
い
る
こ

と
で
、
何
か
起
こ
っ
た

と
き
に
子
ど
も
た
ち
や

住
民
の
皆
さ
ん
が
駆
け

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
で
は
、｢

パ
ト

カ
ー
の
駅｣

を
地
域
の

防
犯
・
交
通
安
全
の
拠

点
と
し
て
、
地
域
住
民

の
集
会
場
所
や
広
報
発

信
基
地
と
し
て
活
用
の
幅
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。｢

駐
在

所
に
は
行
き
に
く
い
け
ど
、

パ
ト
カ
ー
の
駅
だ
っ
た
ら
気

軽
に
警
察
の
方
と
話
し
が
で

き
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て

も
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い｣

と
、
庄
原
警
察
署
で
は
相
乗

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

防犯・交通安全の拠点 ｢パトカーの駅｣
庄原警察署

子どもの安全に
関心をもって！

庄原警察署地域課
檜垣 真 課長

警察では､ 各学校で子どもたちに防犯教室
や交通安全教室を行っていますが､ 子どもの
安全を守るためには､ 警察のみならず地域の
皆さんの活動が大変重要になってきます｡
子どもに対する犯罪は､ 声かけなど小さな
ことから徐々にエスカレートして､ 誘拐など
大事件に発展することがあります｡ 地域の皆
さんの見守り活動は､ 犯人の子どもに対する
｢声かけ｣ を防止することができ､ 大事件を
未然に防ぐための重要な活動です｡
今後も､ 警察ではパトカーの駅を活動拠点
として､ 地域の皆さんとともに子どもの安全
活動を行っていきます｡ 地域の子どもを失う
ことは､ 財産を失うこと｡ 子どもの安全に関
心をもって､ できることを実践してください｡

高野小の１年生と部員

マスコット

パトカーの駅で行われた春の全国交通安全推進大会

パトカーの駅に立つ警官
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口
和
地
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会(

横
田
三
郎
会
長
・
11
人)

が
４
月
25
日
、
児
童
た
ち
が
道

路
を
横
断
す
る
際
に
使
う
黄
色

の
横
断
旗
と
旗
立
て
を
、
通
学

路
の
交
差
点
な
ど
15
カ
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

中
国
横
断
道
尾
道
松
江
線
の

工
事
車
両
な
ど
が
多
く
な
る
こ

と
や
、
バ
イ
パ
ス
や
道
路
改
良

で
交
通
量
が
増
え
、
危
険
な
個

所
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
計

画
。委

員
た
ち
は
、
台
風
や
老
朽

化
で
横
断
旗
が
破
損
し
た
り
、

な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
個
所

を
事
前
に
調
査
し
ま
し
た
。
ま

た
、
児
童
ら
の
安
全
確
保
の
た

め
横
断
旗
が
必
要
と
判
断
し
た

個
所
に
手
作
り
の
旗
立
て
を
新

設
し
、
地
元
企
業
や
団
体
か
ら

寄
付
し
て
も
ら
っ
た
50
本
の
横

断
旗
を
配
置
し
ま
し
た
。

横
田
三
郎
会
長
は

｢

子
ど
も

の
登
下
校
の
安
全
を
ど
の
よ
う

に
守
る
か
が
協
議
会
で
問
題
に

な
っ
た
が
、
私
た
ち
が
見
守
る

に
も
人
数
が
足
り
な
い
た
め
、

私
た
ち
が
や
れ
る
こ
と
は
何
か

を
考
え
今
回
の
活
動
に
な
っ
た
。

こ
の
活
動
を
機
会
に
、
子
ど
も

の
安
全
に
つ
い
て
地
域
の
人
も

関
心
を
高
め
て
ほ
し
い｣

と
話

し
て
い
ま
し
た
。

危険個所に横断旗を設置
口和地区民生児童委員協議会

東
城
の
内
堀
小
学
校
は
今
年
度
、
親

子
で
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
安
全
マ
ッ
プ
と
は
、
通
学
路
で

犯
罪
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
を
地
図
に

ま
と
め
た
も
の
で
、
市
内
の
全
小
中
学

校
で
取
り
組
み
、
安
全
教
育
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
内
堀
小
学
校
の
児
童
は
、

人
家
が
な
く
人
の
目
が
届
き
に
く
い
場

所
や
、
ふ
だ
ん
人
が
い
な
い
倉
庫
や
空

き
家
な
ど
を
自
ら
確
認
し
、
地
域
住
民

に
も
聞
き
取
り
を
行
っ
て
、
地
域
安
全

マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

そ
れ
を
基
に
、
保
護
者
の
目
線
を
加
え
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

４
月
に
行
わ
れ
た
授
業
参
観
で
は
、

親
子
で
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
学

び
、
次
の
授
業
参
観
ま
で
に
、
親
子
で

通
学
路
を
点
検
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

保
護
者
の
増
田
智
正
さ
ん
は

｢

普
段
あ

ま
り
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
何
か
起
こ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
い
い
き
っ
か
け

に
し
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
橋
俊
壯
校
長
は

｢

山
間
部
に
は
、

見
え
に
く
い
場
所
は
至
る
所
に
あ
り
、

こ
の
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

安
全
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
大
切
な

の
は
、
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な

い
な
ど
、
自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
力

を
子
ど
も
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
。
学
校

と
家
庭
が
連
携
し
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
な

ど
機
会
を
と
ら
え

て
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い

き
た
い｣

と
話
し

て
い
ま
す
。

６
月
15
日
の
授

業
参
観
で
は
、
親

子
で
点
検
し
た
結

果
を
発
表
し
ま
す
。

親
子
で
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り

庄
原
市
立
内
堀
小
学
校

交通安全協会口和分会も協力して設置 新しい横断旗を喜ぶ子どもたち

高橋校長が保護者へ地域安全マップを説明

通学路を点検する親子



過
疎
化
と
少
子
化
社
会
の
進

行
に
よ
り
市
内
の
児
童
数
は
急

速
に
減
少
し
、
今
年
度
は
小
学

校
30
校
中
19
校
が
複
式
学
級
を

有
す
る
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
は
地
域
の
特
性
や

教
育
力
を
生
か
し
た
教
育
活
動

の
実
践
が
推
進
し
や
す
い
な
ど

の
長
所
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
将
来
を
見
通
し

た
と
き
、
現
在
の
学

校
配
置
の
ま
ま
で
は
、

集
団
生
活
へ
の
適
応

力
な
ど
に
不
安
が
あ

る
こ
と
や
、
よ
り
切

磋
琢
磨
で
き
る
機
会

を
つ
く
り
、
社
会
性
、

協
調
性
、
豊
か
な
心

を
も
っ
た
子
ど
も
の

育
成
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
教
育
委

員
会
は
、
庄
原
地
域

の
小
学
校
14
校
の
う

ち
６
校
と
、
比
和
地

域
の
小
学
校
４
校
の

う
ち
３
校
の
合
計
９

校
を
再
配
置
対
象
校

と
し
て
、
平
成
20
年
３
月
末
を

も
っ
て
、
学
校
を
統
合
す
る
よ

う
関
係
者
と
協
議
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

関
係
対
象
地
域
で
は
、
適
正

配
置
に
向
け
保
護
者
を
は
じ
め

地
域
住
民
を
交
え
て
協
議
が
行

わ
れ
、
次
代
を
担
う
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え

よ
う
と
、
概
ね
適
正
配
置
に
一

定
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
は
、
再
配
置
先
と
の
学

校
間
交
流
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
調
整
や
通
学
手
段
、
跡
地
利

用
の
検
討
な
ど
、
よ
り
具
体
的

な
実
践
・
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

広報しょうばら 2007.06��

����
(

２)

所
得
税

４
段
階
の
税
率
が
６
段
階
に
細
分
化
さ
れ
、
所
得
税
と
住

民
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
制
度
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

２
、
定
率
減
税
の
廃
止

平
成
11
年
か
ら
景
気
対
策
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
、
暫
定
的
な

税
負
担
の
軽
減
措
置
で
あ
っ
た
定
率
減
税
が
、
最
近
の
経
済
状
況

を
踏
ま
え
て
、
平
成
19
年
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

３
、
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
の
創
設

広
島
県
の
森
林
を
県
民
の
共
有
財
産
と
し
て
、
み
ん
な
で
守
り

育
て
る
取
り
組
み
の
財
源
と
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
新
設

さ
れ
ま
す
。

年
額
５
０
０
円

(

県
民
税
均
等
割
１
、５
０
０
円
の
う
ち
、
５

０
０
円
で
す
。)

１
、
税
源
移
譲
に
伴
う
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

(

平
成
18
年
ま
で
の
入
居
に

限
る)

を
受
け
て
い
た
方
は
、
税
源
移
譲
で
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
ま
で
減
っ
て
し
ま
う
場
合
に
、
申
告
に
よ
っ
て
翌
年
度

の
住
民
税
に
お
い
て
減
額
調
整
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

(

平
成
20
年
度
分
〜)

２
、
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

損
害
保
険
料
控
除
を
改
組
し
て
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創

設
さ
れ
ま
す
。(

平
成
20
年
度
分
〜)

【
来
年
度
以
降
の
主
な
改
正
点
】

��������
【再配置対象校】
地域名 対象学校名 再配置先学校名 再配置する年月日

庄原

高南小学校 高小学校

平成20年４月１日

本小学校 峰田小学校
上谷小学校 板橋小学校実留小学校
田川小学校 庄原小学校
水後小学校 山内小学校

比和
森脇小学校

比和小学校古頃小学校
三河内小学校

教
育
総
務
課

学
校
管
理
係�(

０
８
２
４)

７
３-

１
１
８
６

比和地域の再配置先となる比和小学校
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６
月
か
ら

住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

����������������
仮庁舎レイアウト

７
月
か
ら
、
新
庁
舎
建
設
の
た
め
庁
舎
別
館
の
解
体
工
事
に

着
手
し
、
現
在
業
務
を
行
っ
て
い
る
各
課
は
新
庁
舎
が
完
成
す

る
予
定
の
平
成
21
年
３
月
頃
ま
で
、
庄
原
市
三
日
市
町
６
６
７－

１
の

｢

旧
江
の
川
総
合
開
発
工
事
事
務
所｣

の
建
物
で
業
務
を

行
い
ま
す
。

仮
庁
舎
に
移
転
す
る
課

自
治
振
興
課
、
社
会
福
祉
課
、
女
性
児
童
課
、
教
育
委
員
会

各
課

(

教
育
総
務
課
、
教
育
指
導
課
、
生
涯
学
習
課)

※
自
治
振
興
課
は
現
在
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
と
昨
年
の
税
制
改
正
に
よ
る
、
住
民
税
に
関
す
る
主
な
改

正
点
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
、
税
源
移
譲

地
方
分
権
の
推
進
の
た
め
の

｢

三
位
一
体
改
革｣

に
基
づ
く

｢

税
源
移
譲｣

が
平
成
19
年
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
住
民
税
と
所

得
税
の
税
率
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
約
３
兆
円
の
税
源
が
、
国

か
ら
地
方
へ
移
譲
さ
れ
ま
す
。
税
源
移
譲
は
、
国
税

(

所
得
税)

か
ら
地
方
税

(

住
民
税)

へ
の
税
源
の
移
し
替
え
な
の
で
、｢

所

得
税
＋
住
民
税｣

の
負
担
は
、
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

(

１)

住
民
税

住
民
税
所
得
割
の
税
率
が
３
段
階
か
ら
一
律
10
％

(

市
民

税
６
％
・
県
民
税
４
％)

に
な
り
ま
す
。

[現 行]
(課税所得) (標準税率)

２００万円以下の金額 ５％
７００万円以下の金額 10％
７００万円超の金額 13％

[改正後]
(課税所得) (標準税率)

一律 10％

税
務
課
市
民
税
係�(

０
８
２
４)

７
３-

１
１
４
６

犬・猫の引き取り場所も仮庁舎へ
庁舎別館の解体工事に伴い､ ７月から市役所車庫前の犬・

猫の引き取り場所を仮庁舎へ変更します｡
引き取りを希望される方は､ お間違えのないよう､ お越し

ください｡ なお､ 引取時間については変更ありません｡
引取時間 11時25分から11時35分までの10分間

総務課行政係 �0824-73-1123
�
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������������
｢スクールカウンセラー｣
｢子どもと親の相談員｣
教育交流教室｢つばさ｣指導員��������
市では､ 子どもや保護者､ 教職員の悩みや相談に応じるため､ 相談員や指導員を配置し､ 相談
窓口を開設しています｡
対象は､ 市内の小中学生とその保護者､ 教職員です｡ 秘密は厳守されま
すので､ お気軽にご相談ください｡ 相談日や申し込み方法は次のとおりで
す｡

｢スクールカウンセラー｣

相談場所・相談日時
庄原中学校・毎週 (金) �0824-72-2195
西城中学校・毎週 (水) �0824-82-2911
口和中学校・第２・４ (火) �0824-87-2301
東城中学校・毎週 (金) �08477-2-0337
比和中学校・毎週 (火) �0824-85-2110
総領中学校・毎週 (水) �0824-88-2035
心の教育の専門的な知識をもつスクールカウンセラー
が相談に応じます｡ 予約が必要です｡

教育交流教室 ｢つばさ｣
教育交流教室 ｢つばさ｣ では､ 子どもの学校での悩みや相談に応じるとと
もに､ 不登校児童生徒の学校への復帰､ 自立に向けて､ 学習指導や自学自習
の支援を行っています｡ 来室を希望される場合は､ 各学校の担当者に申し込
み方法などをお問い合わせください｡

開設日時 毎週月・木・金曜日 ９時30分～15時30分
開設場所 備後庄原駅舎内
問い合わせ 教育交流教室 ｢つばさ｣ �0824-75-0223

教育指導課指導係 �0824-73-1184………………………………………………………………………

河戸 靖子さん

｢子どもと親の相談員｣

相談場所 東小学校�0824-72-0601
相談日時
毎週(月)：９時～11時30分
毎週(木)・(金)：14時～17時

特に小学生に関する子育てや不
登校の相談に応じます｡

永谷 兼彦さん石田 茂さん
(庄原中･西城中･口和中)

川岡 史さん
(東城中)

宮村忠伸さん
(比和中)

中野裕子さん
(総領中)



文
化
財
現
地
説
明
板
・

案
内
看
板
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

市
内
に
は
２
３
０
件
の
指
定

文
化
財
が
あ
り
、
見
学
の
た
め

の
現
地
説
明
板
や
案
内
看
板
が
、

合
併
以
前
か
ら
旧
市
町
で
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

合
併
直
後
か
ら
、
地
名
変
更

な
ど
に
基
づ
く
内
容
修
正

(

１

１
０
件)

や
、
老
朽
化
し
た
説

明
板
の
修
復
や
新
設

(

20
件)

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

広報しょうばら 2007.06��

長
い
年
月
を
か
け
て
残
さ
れ
た
文
化
財
は
、
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

教
育
委
員
会
は
、
多
く
の
文
化
財
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

や
現
地
説
明
板
を
作
製
し
ま
し
た
。

文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
と
も
に
、
文
化
財
を
探
し
て
、
市
内
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
し

く
な
っ
た
現
地
説
明
板
・
案
内
看
板
が
、
皆
さ
ん
の
見
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
も

｢

庄
原
市
こ
ど
も
文
化
財
探
険
隊｣

、｢

庄
原
市
文
化
財
め
ぐ
り｣

、｢

第
１

回
庄
原
市
民
俗
芸
能
大
会｣

な
ど
、
市
内
の
文
化
財
に
触
れ
る
楽
し
い
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

����
生涯学習課
文化振興係�0824-73-1189文

化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
完
成

広
く
な
っ
た
庄
原
市
全
域
の
文
化
財

を
網
羅
し
た｢

文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ｣

を
作
製
し
ま
し
た
。

Ａ
１
サ
イ
ズ

(

Ａ
４
折
り)

、
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
の
両
面
刷
り
で
、
国
・
県
指

定
ほ
か
各
地
域
の
主
な
文
化
財

(

約
70

件)

を
、
写
真
・
解
説
付
き
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

博
物
館
・
資
料
館
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
も

兼
ね
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受
け
て
３
５
、

０
０
０
部
を
印
刷
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
庄
原
市
に
来
訪
さ
れ
る
多

く
の
観
光
客
へ
配
布
し
ま
す
。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
子
ど
も
を
守
ろ
う
！

｢
ここここここ
どどどどどど
もももももも
安安安安安安
心心心心心心
ネネネネネネ
ッッッッッッ
トトトトトト
ワワワワワワ
ーーーーーー
クククククク｣

を
設
立

女
性
児
童
課
子
育
て
支
援
係�(
０
８
２
４)

７
３-

０
０
５
１

庄
原
市
は
、
地
域
社
会
全
体
で
児
童

が
す
こ
や
か
に
生
れ
育
つ
た
め
の
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
４
月
１
日
か
ら

｢

庄

原
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会｣

(

呼
称：

庄
原
市
こ
ど
も
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク)

を
設
立
し
ま
し
た
。
行
政
機

関
と
民
間
団
体
の
緊
密
な
連
携
と
協
力

に
よ
り
、
児
童
虐
待
を
は
じ
め
と
す
る

児
童
家
庭
問
題
に
関
す
る
課
題
を
早
期

に
発
見
し
、
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

●
庄
原
市
こ
ど
も
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

関
係
機
関

国
、
県
、
市
の
児
童
に
関
わ
る
機
関
、

幼
稚
園
・
保
育
所
・
学
校
な
ど
、
庄
原

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・
庄
原
地
区
保

護
司
会
・
庄
原
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
・
子
育
て
推
進
委
員
連
絡

会
・
青
少
年
育
成
庄
原
市
民
会
議
・
北

備
地
区
里
親
会
・
庄
原
警
察
署
少
年
補

導
協
助
員
連
絡
協
議
会
及
び
庄
原
警
察

署
・
庄
原
市
医
師
会
・
庄
原
市
歯
科
医

師
会
、
市
内
の
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体

｢

も
し
か
し
て
虐
待
!?｣

と
感
じ
た
ら
…

迷
わ
ず
女
性
児
童
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
勇
気
と

温
か
さ
が
、
子
ど
も
と
子
育
て
家

庭
を
守
り
ま
す
。
通
報
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

住住民民のの目目線線をを活活かかししたた編編集集がが評評価価
平
成
19
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル

(

社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
が

主
催)

の
審
査
会
が
行
わ
れ
、

｢

広
報
し
ょ
う
ば
ら｣

12
月
号
が

広
報
紙

(

市
部)

の
部
門
で
第
７

席
に
入
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
ニ
ュ
ー
ス
、
人
物
な
ど
を
積

極
的
に
取
り
上
げ
、
住
民
の
目
線

を
活
か
し
た
編
集
が
最
も
優
れ
て

い
る
作
品
に
贈
ら
れ
る
読
売
新
聞

社
賞
に
、
広
報
紙

(

市
部)

の
部

門
で

｢

広
報
し
ょ
う
ば
ら｣

が
選

ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た｢

広
報
し
ょ
う
ば
ら｣

12
月
号
は
、
団
塊
世
代
を
中
心
と

し
た
第
２
の
人
生
を
特
集
し
た
Ａ

４
判
40
ペ
ー
ジ
の
作
品
で
す
。
退

職
後
、
新
た
な
第
２
の
人
生
を
夢

に
向
か
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、

地
域
に
活
力
を
与
え
て
い
る
人
や

グ
ル
ー
プ
の

｢

生
き
方｣

を
紹
介

し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
各
都
道
府

県
の
代
表
作
品
54
点
が
応
募
。
企

画
内
容
や
文
章
力
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、

表
現
力
な
ど
が
審
査
さ
れ
、
審
査

員
か
ら

｢

時
代
と
地
域
を
映
し
た

好
企
画｣

と
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

広
報
紙
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情

報
が
あ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
貴
重

な
時
間
を
割
い
て
取
材
に
応
じ
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

｢｢広広報報ししょょううばばらら｣｣がが������



庄原赤十字病院
第三内科部長

上田裕之

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

皆
さ
ん
は
、
胃
の
中
に
住
む

細
菌
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
そ
の
細
菌
は
ヘ

リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ(

以

下
ピ
ロ
リ
菌
と
し
ま
す)

と
言

う
細
菌
で
す
。
今
回
は
そ
の
ピ

ロ
リ
菌
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

ピ
ロ
リ
菌
と
は

１
９
７
９
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
パ
ー
ス
病

院
の
病
理
専
門
医
ウ
ォ
ー
レ
ン

が
、
胃
炎
を
お
こ
し
て
い
る
胃

粘
膜
に
、
ら
せ
ん
菌
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
同
じ
病
院
に
研

修
医
と
し
て
や
っ
て
き
た
マ
ー

シ
ャ
ル
と
共
に
研
究
を
す
す
め
、

こ
の
菌
が｢

胃
に
住
み
つ
い
て

い
る｣

と
い
う
こ
と
を
確
信
し
、

こ
の
菌
に
よ
っ
て
胃
炎
が
お
こ

る
と
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
が
ピ
ロ
リ
菌
で
す
。
１

９
８
０
年
代
に
発
見
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
菌
が
胃
潰
瘍
・
十

二
指
腸
潰
瘍
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
や
発
癌が

ん

性
に

つ
い
て
、
近
年
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
の

研
究
を
し
た
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
マ
ー

シ
ャ
ル
は
共
に
２
０
０
５
年
の

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
率

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
率(

人
口

の
何
％
の
人
が
感
染
し
て
い
る

か)

は
国
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん

違
い
ま
す
。
大
ま
か
に
言
え
ば
、

発
展
途
上
国
で
高
く
、
先
進
国

で
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

上
下
水
道
の
普
及
率
の
悪
い
所

で
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
実
は
日
本
人

の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
は
先
進
国

の
中
で
際
立
っ
て
高
い
の
で
す
。

日
本
人
の
10
代
で
18
・
６
％
、

20
代
で
25
％
、
30
代
で
42
％
、

40
歳
以
上
で
は
約
60
〜
80
％
の

胃
の
中
に
住
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
時

40
歳
以
上
の
方
は
戦
後
の
衛
生

状
態
が
悪
い
時
代
に
生
ま
れ
育
っ

た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
高
い
感

染
率
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
経
路

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
経
路
は
不

明
な
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し

か
し
口
か
ら
入
っ
て
感
染
す
る

と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
す
。
感
染
経
路
は
い
く
つ

か
の
説
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・� ���� ����
(

歯
垢
や
だ
液

か
ら
ピ
ロ
リ
菌
が
検
出
さ
れ
た)

・� �� ����
(

糞
便
か
ら
ピ

ロ
リ
菌
が
検
出
さ
れ
た)

・��������
(

海
外

で
の
水
道
水
か
ら
ピ
ロ
リ
菌
が

検
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
そ

う
で
す)

・����������
(

ハ
エ
・
ネ
コ
・
ゴ
キ
ブ
リ
な

ど)・�����������一時｢内視鏡を媒体と
し

た
感
染｣
が
注
目
さ
れ
ま
し
た

が
、
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会

か
ら｢

内
視
鏡
の
洗
浄
、
消
毒

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

が

出
さ
れ
、
内
視
鏡
の
洗
浄
・
消

毒
が
厳
重
に
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。(

当
院
で
の
内

視
鏡
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
の
で

ご
安
心
を�)

あ
と
よ
く
あ
る
質
問
で
、
夫

婦
間
の
感
染
が
聞
か
れ
ま
す
。

通
常
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、

夫
婦
間
で
感
染
は
な
い
と
考
え

て
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
噛
み
砕
い
た
も
の
を
子

ど
も
に
口
移
し
で
与
え
る
と
い
っ

た
行
為
は
、
感
染
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
箸
と
か
鍋
を

つ
っ
つ
く
と
か
は
問
題
な
い
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
ピ
ロ

リ
菌
の
持
続
感
染
は
、
免
疫
力

の
完
成
し
て
い
る
成
人
例
で
は
、

除
菌
後
や
夫
婦
間
な
ど
で
再
感

染
を
心
配
す
る
ほ
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
免
疫
力
が
不
完
全

な
乳
幼
児
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
も
可
能
性
は
あ
る
か

ら
で
す
。

ピ
ロ
リ
菌
と
消
化
器
疾
患
と
の

関
係ピ

ロ
リ
菌
に
感
染
し
た
ら
全

て
の
人
が
消
化
性
潰
瘍(

胃
・

十
二
指
腸
潰
瘍)

や
胃
癌
を
発

生
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
し
た
ピ
ロ
リ
菌
の
性
質
の

違
い
や
感
染
を
受
け
る
宿
主
の

違
い
に
加
え
て
日
常
の
食
生
活

な
ど
の
環
境
因
子
や
感
染
を
受

け
て
か
ら
の
時
間
の
経
過
が
関

連
し
、
異
な
る
疾
患
が
発
生
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
療
法

胃
潰
瘍
・
十
二
指
腸
潰
瘍
に

つ
い
て
は
、
つ
い
に
日
本
で
も

２
０
０
０
年
11
月
か
ら
、
ピ
ロ

リ
菌
の
除
菌
療
法
が
保
険
で
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
成
功
す
る

と
、

・
何
度
も
再
発
を
繰
り
返
し
て

い
た
潰
瘍
の
再
発
が
お
さ
え
ら

れ
る

・
維
持
療
法(

潰
瘍
が
治
っ
た

後
も
、
再
発
予
防
の
た
め
に
薬

を
飲
み
続
け
る
こ
と)

が
必
要

な
く
な
る

・
胃
癌
の
発
癌
性
を
抑
え
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
除
菌
の
治
療
は

中
途
半
端
で
や
め
た
り
す
る
と
、

ピ
ロ
リ
菌
が
薬
に
対
し
て
耐
性

を
も
ち
、
次
に
除
菌
し
よ
う
と

思
っ
て
も
薬
が
効
か
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
医
師
の
指
示
通
り
に
薬
を
飲

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

除
菌
治
療
は
１
週
間
ほ
ど
で
終

わ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
も
潰
瘍

の
治
療
は
一
定
の
期
間
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
の
胃
の
中
に
も
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
は
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
、
も
よ
り
の
消
化
器
内

科
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

広報しょうばら 2007.06��
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広報しょうばら 2007.06��

������
市内には､ 総務大臣から委嘱を受けた７人の行政相談委員が配置され､ 行政に関する苦情や意見､

要望､ 相談に応じています｡
各地域の相談委員と相談日､ 相談場所は次のとおりです｡

地域 氏 名 自宅電話番号 定期相談日 定期相談場所

庄原 中
なか

山
やま

忠
ただ

昭
あき 0824-72-5873 毎月第３木曜日

13時30分～16時30分
庄原市ふれあいセンター
0824-75-0300

西城 伊 達
だ て

正
まさ

信
のぶ 0824-82-3256

６・８・10・12・２月の
第３木曜日
13時30分～16時30分

西城保健福祉総合センター
0824-82-3351

東城 毛
もう

利
り

妃
ひ

沙
さ

惠
え 08477-2-4027 毎月第３木曜日

13時30分～15時30分
東城町老人福祉センター
08477-2-0488

口和 石
いし

田
だ

湶
いず

也
なり 0842-89-2022

９・11・２月の
第３木曜日
13時30分～16時30分

口和老人福祉センター
0824-89-2320

高野 小 川
お がわ

益
ます

丸
まる

0824-86-2222

７月２日､ ９月３日､
11月１日､ １月７日､
３月１日
10時～12時

高野支所 (市民生活課)
0284-86-2115

比和 村
むら

尾
お

孝
こう

吉
きち 0824-85-2209 毎月第３木曜日

13時30分～15時30分
比和文化会館
0824-85-2600

総領 秋
あき

山
やま

義
よし

治
はる 0824-88-2217

毎月10日 (６月は11日､
11・２月は12日)
９時～11時

総領健康福祉センター
0824-88-3110

○定期相談日が相談場所の閉館日にあたる場合は､ 日時を変更または中止します｡
○定期相談日以外の日にも､ 各委員の自宅で相談を受け付けています｡
問い合わせ 市民生活課生活安全係 �0824-73-1154

�
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
推
進
事
業
を

実
施
す
る
市
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
に
補
助
金
を
交
付
し
、
そ

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

�����市
民
を
対
象
と
す
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
・
講
座
・
研
修
会
な
ど
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
も
の

(

１)

団
体
が
主
体
的
に
企
画
運
営
す
る
も
の

(

２)

団
体
の
所
在
地
が
市
内
で
あ
る
こ
と

(

３)

営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

������予
算
の
範
囲
内
で
、
対
象
事
業
費
の
10
／
10(

限
度
額
４
万

円)

た
だ
し
、
収
益
金
が
あ
る
時
は
、
補
助
対
象
経
費
か
ら
収

益
金
を
控
除
し
た
額

�����６
月
５
日(

火)

〜
７
月
３
日(

火)
�����女

性
児
童
課
ま
た
は
各
支
所
担
当
課
に
あ
る
申
請
書(

市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す)

に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
多
数
の
場
合
は
、
審
査
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

�����������女
性
児
童
課
男
女
共
同
参
画
係

�(

０
８
２
４)

７
３-

１
２
４
３

ま
た
は
各
支
所
市
民
課
・
市
民
生
活
課

������������������
男女共同参画
推進補助金

� � � � � � � � � � �

広報しょうばら 2007.06 ��
市では､ 市民の生活安全に関する相談や安
全活動に対して､ 専門的な指導や助言をし､
生活の安全・安定の向上を図るために生活安
全相談員を設置しています｡
毎日のくらしの中で気になることがあれば､
お気軽にご相談ください｡

【相談員の業務】
○市民からの生活安全に関する相談や要望へ
の対応
○地域の団体などへの生活安全に関わる指導
や助言

○現場での防犯活動の実施
○犯罪予防や事故防止のた
めの啓発
【相談日】
毎週月～金曜日
９時～16時 (12時～13時は除く)
※祝日､ 12月29日～１月３日までは休みです｡
【相談場所】
市民生活課生活安全係
【問い合わせ】
庄原市生活安全相談員 �0824-73-1244(直通)
市民生活課生活安全係 �0824-73-1154

生活安全相談員

������
庄原市が委嘱する ｢身体障害者相談員｣､ ｢知的障害者相談員｣ は､ 身体障害や知的障害のある方の

さまざまな相談に応じ､ 必要な助言・指導を行うとともに､ 関係機関に連絡をとるなどして､ その援
助を図っています｡
各地域で､ 次の方々が相談員として委嘱されています｡

【身体障害者相談員】
担当地区 氏 名 住 所 自宅電話番号

庄 原

正
まさ

宗
むね

良
よし

之
ゆき

川北町６３６番地１ 0824-72-1606

田
た

畠
ばた

富
とみ

夫
お

東本町一丁目２０番８号 0824-72-6969

金
かね

沖
おき

一
かず

三
み

戸郷町５番地４８ 0824-72-2289

西 城 長谷川
は せ がわ

敏
とし

子
こ

西城町中迫１６６番地 0824-82-3727

東 城
小
お

田
だ

龍
たつ

雄
お

東城町川西８７１番地２ 08477-2-0393

伊
い

ノ
の

木
き

健
けん

治
じ

東城町久代１０３番地６ 08477-2-2778

口 和 横
よこ

山
やま

敏
とし

美
み

口和町宮内８９番地３ 0824-87-2257

高 野 田 部
た な べ

秀
ひで

基
き

高野町新市７９５番地１ 0824-86-2229

比 和 和
わ

田
だ

勅
ちょく

相
そう

比和町三河内１９０３番地 0824-85-2368

総 領 山
やま

中
なか

正
まさ

憲
のり

総領町中領家５６２番地１ 0824-88-2858

【知的障害者相談員】
担当地区 氏 名 住 所 自宅電話番号

庄 原
四
し

水
みず

薫
かおる

濁川町６０３番地 0824-72-4782

三河内
みつごうち

偉
い

津
つ

夫
お

永末町１２３番地 0824-72-6451

西 城 山
やま

城
しろ

倬
たく

也
や

西城町中野１３５５番地 0824-82-3071

東 城 藤
ふじ

澤
さわ

光
みつ

弘
ひろ

東城町受原１４４番地１ 08477-4-0117

口 和 森
もり

永
なが

正
まさ

憲
のり

口和町向泉３２２番地 0824-87-2082

高 野 加 藤
か とう

賢
けん

三
そう

高野町新市６８６番地 0824-86-2507

比 和 戸
と

谷
だに

繁
しげ

美
み

比和町比和６１７番地２ 0824-85-2765

総 領 河 内
か わ ち

文
ふみ

雄
お

総領町亀谷６２５番地 0824-88-2836

生活安全相談員
松田 史朗さん

� � � � � � � � � � �



広報しょうばら 2007.06 ��

農農地地・・農農業業用用施施設設をを
かからら

守守りりままししょょうう！！

【災害を未然に防ぐために】
①ため池の堤体に草木が繁っていると､ 堤体
のひび割れや漏水が見つけにくくなります｡
また､ 草木の根が地盤をゆるめて決壊の原
因になることがあります｡ 梅雨前に立木や
雑草は刈り取っておきましょう｡
②洪水吐や放水路にゴミや土砂などが流れ込
んでいたら､ それらを取り除きましょう｡
また､ 貯水量を増大させるために､ 土のう
などを積み上げている場合は､ これを取り
除きましょう｡ (土のうなどを取り除いてい
ない場合､ いわゆる人的行為によるものと
判断される場合は､ 災害が発生しても復旧
事業の対象となりません｡)
③事前に､ ため池の堤体に陥没やひび割れ､
漏水､ 湿って柔らかくなった個所がないか
点検しましょう｡ もし､ 異常があった場合
は､ 速やかに連絡をお願いします｡
④井せきの洪水吐で角落とし方式のものは､
洪水時に操作できないので､ 大雨などの予
報がでたら速やかに取り除いておきましょ
う｡

【農地・農業施設の災害復旧の対象】
現在耕作されている農地 (田・畑)､ ため池､
頭首工､ 用・排水路､ 農道など
【災害の対象となる条件】
■24時間雨量80㎜以上
■時間雨量20㎜以上
■被災時の河川水位が警戒水位以上
■１個所の工事の費用が40万円以上のもの
■農業用施設は利用者 (関係者) が２戸以上
のもの

【地元の分担金】
■農地 復旧事業費の４％
■農業用施設 復旧事業費の２％
※工事着手前に納付していただきます｡

【災害発生時の連絡先】
建設課耕地係または各支所環境建設課へお

願いします｡
※期間が過ぎると対象にならない場合があり
ますので､ 早急にご連絡ください｡

これから梅雨時期に入り､ 大雨が予想されます｡ 昨年は梅雨前線豪雨などにより
多くの農地・農業用施設の災害が発生しました｡ また､ 市内には古いため池も多く､
新たに災害が発生する危険性があります｡

建設課耕地係 �0824-73-1136 平成18年災害
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６
月
に
入
り
、
間
も
な
く
梅
雨
の
時
期

を
迎
え
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
長

雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
・
が
け
崩
れ

な
ど
が
全
国
で
発
生
し
、
尊
い
生
命
や
財

産
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
万
一

の
と
き
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
職

場
、
地
域
な
ど
で
、
危
険
個
所
や
避
難
場

所
、
避
難
経
路
、
安
否
確
認
の
方
法
な
ど

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
日
々
の
備
え
と
正
確
な
情
報
が
重
要
】

災
害
へ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

大
雨
や
災
害
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
や

知
識
、
ま
た
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切

で
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
を
参
考
に
、
対

応
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
提
供

県
で
は
、
大
雨
の
警
戒
や
避
難
の
た
め
、

気
象
や
雨
量
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
電
話
に
よ
り
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

携
帯
電
話
か
ら
も
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備

い
ざ
と
い
う
と
き
、
避
難
生
活
に
必
要

な
も
の

(

食
料
・
飲
料
水
・
懐
中
電
灯
・

ラ
ジ
オ
・
貴
重
品
・
医
薬
品
な
ど)

を
す

ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、
非
常
持
ち
出

し
袋
な
ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

③
土
砂
災
害
の
危
険
情
報

土
砂
災
害
が
起
こ
る
前
に
は
、
危
険
個

所
に
何
ら
か
の
変
化
が
現
れ
ま
す
。
次
の

よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
土
石
流
／
山
鳴
り
や
立
木
の
裂
け
る
音
、

石
の
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が
聞
こ
え
る

■
が
け
崩
れ
／
が
け
に
亀
裂
が
入
り
小
石

が
落
ち
て
く
る

■
地
す
べ
り
／
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
、

斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

����������������
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安心＆安全な毎日のために
庄原消防署 �0824-72-9911

����������� �������������

������
総務課行政係 �0824-73-1123

●広島県防災情報システム������������������������������������
・携帯電話から�������������������������������������
●電話による雨量情報提供�0824-72-0296



■市税の収入状況
一般会計 (単位：万円)

区 分 調定額 収入済額 収入率
市 民 税 14億5,920 13億4,336 92.1％
固定資産税 24億2,580 19億415 78.5％
軽自動車税 1億1,667 1億1,188 95.9％
市たばこ税 2億1,852 2億244 92.6％
鉱 産 税 64 61 95.3％
入 湯 税 1,980 1,980 100.0％

計 42億4,063 35億8,223 84.5％

特別会計 (単位：万円)

区 分 調定額 収入済額 収入率
国民健康保険税 11億9,158 10億3,460 86.8％

広報しょうばら 2007.06��

最近､ 住民票の写しや戸籍証明書(謄本・抄本)などを､ 本人になりすまして不正に取得する
事件が全国的に発生し､ 社会的な問題になっています｡
庄原市は市民の皆さんの個人情報を守り､ このような不正行為による被害を未然に防ぐため､
住民票などの交付申請を受ける際に､ 身分証明書などの提示をお願いしています｡

[交付申請の際､ 本人確認が必要な証明書]
○住民票の写し・住民票記載事項証明書など住民票に関する証明書
○戸籍謄本・抄本 (全部事項証明書・個人事項証明書)､ 改製原戸籍､ 除籍などの戸籍証明書
○戸籍の附票 ○身分証明書 ○外国人登録原票記載事項証明書
○所得証明書・課税証明書・納税証明書・評価証明書などの市税に関する証明書

[提示していただく書類の例]
○運転免許証 ○旅券 (パスポート) ○住民基本台帳カード ○健康保険証 ○年金手帳
○外国人登録証明書 など官公署が発行した各種免許証・許可証・資格証明または身分証明書

やむを得ずこれらの書類が提示できない場合は､ 金融機関のキャッシュカード・預金通帳・
社員証・会員証・学生証・クレジットカード・病院の診察券など､ 通常本人や同一世帯員以外
の方が所持することができない書類を提示していただきます｡
本人が自書した会員証ポイントカード､ 名刺などは認められません｡
上記の本人確認の書類が提示できない場合は､ 口頭で必要な事項をお尋ねし､ 確認させてい
ただきます｡
本人や同一世帯員以外の方から住民票などの交付請求をされる場合､ 必要とされる方からの
｢委任状｣ の提出と､ 窓口へ来られた方の本人確認の書類の提示をお願いします｡
問い合わせ 市民生活課戸籍住民係 (�0824-73-1157) または各支所市民課・市民生活課

18 年 度 下 半 期

予算の執行状況
■市債の状況 (単位：万円)

17年度末
現在高

合 計 711億6,944
一 般 会 計 571億6,511
特 別 会 計 140億433
公 共 下 水 道 事 業 63億7,871
農 業 集 落 排 水 事 業 34億8,196
簡 易 水 道 整 備 事 業 30億9,611
そ の 他 10億4,754

18年度
借入額
(見込み)

合 計 53億9,720
一 般 会 計 46億4,010
特 別 会 計 7億5,710
公 共 下 水 道 事 業 3億4,270
農 業 集 落 排 水 事 業 3億6,180
簡 易 水 道 整 備 事 業 1,060
そ の 他 4,200

18年度
元 金
償還金

合 計 60億5,538
一 般 会 計 52億8,622
特 別 会 計 7億6,916
公 共 下 水 道 事 業 2億7,530
農 業 集 落 排 水 事 業 5,912
簡 易 水 道 整 備 事 業 1億3,416
そ の 他 3億58

年度末
現在高
(見込み)

合 計 705億1,126
一 般 会 計 565億1,899
特 別 会 計 139億9,227
公 共 下 水 道 事 業 64億4,611
農 業 集 落 排 水 事 業 37億8,464
簡 易 水 道 整 備 事 業 29億7,255
そ の 他 7億8,897

市債(借金)残高の減少に努めています

平成18年度の全会計の借入額は約54億円で､
返済額 (償還金) は約61億円となっており､
市債残高は､ 前年度と比べ約７億円減少して
います｡

市では､ 予算の執行が､ どのような状況になっているのかを市民の皆さんに知って
いただくために､ 毎年財政状況を公表しています｡ 今回は､ 平成18年度予算の３月31
日現在の執行状況をお知らせします｡
市の財政は､ 市民の皆さんに納めていただく税金や､ 国・県からの補助金､ 市債

(市の借金) などを主な財源として運営しています｡
平成18年度の一般会計の予算額は､ 前年度からの繰越事業費９億9,386万円を含め､

312億3,242万円でスタートし､ その後８回の補正により､ 最終予算額は328億1,859万
円､ また14の特別会計の予算総額は､ 繰越事業費を含め207億5,761万円です｡
なお､ 年度は３月末日までですが､ 出納整理は５月31日まで行いますので､ この度
お知らせする額が､ そのまま平成18年度の決算額となるものではありません｡ (金額
は万円未満を四捨五入していますので､ 内訳の合計は必ずしも一致しません｡)

18 年 度 下 半 期

予 算 の 執 行 状 況

■会計別収支の状況 (単位：万円)

広報しょうばら 2007.06 ��
■一般会計事項別収支の状況
歳 入 (単位：万円) 歳 出 (単位：万円)

予算額 収入済額 予算額 執行済額
市 税 36億4,999 35億8,223 議 会 費 2億4,937 2億4,657
地 方 譲 与 税 8億2,991 8億3,091 総 務 費 39億1,650 34億1,097
地 方 消 費 税 交 付 金 4億4,244 4億3,958 民 生 費 60億1,626 41億7,456
自 動 車 取 得 税 交 付 金 3億551 3億552 衛 生 費 20億2,638 14億9,985
地 方 交 付 税 138億2,551 138億4,115 労 働 費 1億2,000 1億2,000
分 担 金 及 び 負 担 金 3億4,612 3億901 農 林 水 産 業 費 29億9,723 20億6,714
使 用 料 及 び 手 数 料 2億9,694 2億7,275 商 工 費 5億3,469 5億603
国 庫 支 出 金 26億1,707 17億1,212 土 木 費 39億5,468 24億4,440
県 支 出 金 30億2,945 17億5,656 消 防 費 11億3,887 10億8,671
繰 入 金 9億9,834 124 教 育 費 27億3,118 22億2,345
繰 越 金 3億9,848 3億9,848 災 害 復 旧 費 23億2,288 7億7,949
諸 収 入 7億5,115 7億477 公 債 費 63億1,309 52億6,105
市 債 46億6,870 15億6,250 諸 支 出 金 4億8,747 4億8,746
そ の 他 6億5,898 6億4,411 予 備 費 1,000 0

計 328億1,859 263億6,093 計 328億1,859 243億767

区 分 予算現額 ① 収入済額 ② ②／① ％ 執行済額 ③ ③／① ％
一般会計 328億1,859 263億6,093 80.3％ 243億767 74.1％
特別会計 207億5,761 160億754 77.1％ 175億2,879 84.4％
国民健康保険 43億9,566 37億3,915 85.1％ 39億2,234 89.2％
老人保健 75億4,168 66億3,099 87.9％ 69億3,148 91.9％
介護保険 43億2,860 35億7,100 82.5％ 37億4,104 86.4％
公共下水道事業 18億199 7億8,977 43.8％ 11億3,896 63.2％
農業集落排水事業 15億8,135 6億6,486 42.0％ 11億4,268 72.3％
その他 11億833 6億1,178 55.2％ 6億5,229 58.9％

水
道
事
業

収益的収支 収入 7億263 7億277 100.0％
支出 6億7,813 6億6,885 98.6％

資本的収支 収入 4億4,781 4億4,504 99.4％
支出 8億602 8億386 99.7％

病
院
事
業

収益的収支 収入 16億6,432 15億4,846 93.0％
支出 16億6,425 16億1,799 97.2％

資本的収支 収入 3,663 3,663 100.0％
支出 5,720 5,717 99.9％

財政課財政係 �0824-73-1129



消防団屯所機能を備えた多目的倉庫が完成
｢高野方面隊新市分団屯所｣ 落成式
４月15日､ 高野町新市に完成した ｢高野地区多目的倉庫｣ で､
庄原市消防団高野方面隊新市分団屯所落成式が開催されました｡
平成18年豪雪で､ 消防団の活動拠点だった高野町上地区倉庫が
倒壊したことによって､ この度､ 新たに消防ポンプ積載車格納庫
と団員の詰所機能を有する､ 高野地区多目的倉庫が完成しました｡
この倉庫は､ 総事業費36,813千円､ 延べ床面積255.12㎡の鉄骨構
造で､ ポンプ積載車３台の格納スペース､ 詰所として和室15畳に
水洗トイレ設備のほか､ 資材庫を備えています｡
落成式で正木慎一郎分団長は ｢豪雪で倒壊した詰所が､ このような立派な多目的倉庫として生まれ変わ
り､ 団員と共に喜びを分かち合いたい｡ 今後も団員と心を一つにして市民の生命と財産を守る消防防災業
務に邁

まい

進したい｣ とお礼を述べました｡

人権の花活動に感謝状
比和小学校で贈呈式
比和小学校の人権の
花活動に対する感謝状
贈呈式が４月24日､ 比
和小学校体育館で行わ
れました｡
これは､ 比和小学校
児童が人権の花活動の
趣旨をよく理解し､ 咲
いた花を児童の手紙と
ともに公共施設などに
送り届ける活動を通じ
て人権を大切にする取
り組みが評価されたものです｡
人権の花活動は､ 児童たちが協力して花を栽培・育
成することにより､ いたわりや思いやりの気持ちを育
み､ 命の大切さを学んでもらうことを目的としていま
す｡
贈呈式では､ 人権イメージキャラクターの ｢まもる
くん｣ と ｢あゆみちゃん｣ も登場し､ 児童と楽しく交
流しながら､ 人権に対する理解を深めました｡
比和小学校の校庭では､ 児童たちが大切に育てたチュー
リップなど｢人権の花｣が見事に咲き誇っていました｡
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新緑の公園内を力走
備北丘陵公園マラソン大会

新緑のさわやかな風とともに駆け抜ける第
６回国営備北丘陵公園マラソンが５月13日､
公園内で行われました｡
子どもから高齢者まで約1,400人がエント

リーし､ ２キロから20キロの４コースに分か
れ､ 国兼池の湖畔やポピーの花畑が広がる園
内を力走しました｡
今年からインターネットでの受け付けを始
め､ 参加者が約300人増加｡ 主催者は ｢５月
のさわやかな気候と美しい園内が走りやすい
と評判で､ 千葉県や大分県など遠方からのリ
ピーターが多くなっている｡ 子どもから高齢
者まで気軽に参加できる大会として､ 今後さ
らに人気が高まるのでは｣ と喜んでいました｡

完成した高野地区多目的倉庫

全員で記念撮影

多くのランナーが市外からエントリー

児童代表へ感謝状を贈呈

新しいグラウンドの感触を楽しむ
上野総合公園竣工記念行事
陸上競技場を中心とする上野総合公園第１期整備事

業の竣工を祝う記念行事が４月21日に開催され､ 延べ
約400人の子どもたちが陸上やサッカーを楽しみまし
た｡
午前中の ｢トップランナーと走ろう｣ では､ 中国電

力陸上部の油谷繁選手や尾方剛選手らトップランナー
５人が子どもたちを指導｡ また､ トップランナーと学
生で編成した２チームと小中学生混合の８チームがリ
レーで対決しました｡
午後は､ ｢サッカーで楽しく遊ぼう｣ が開かれ､ サ

ンフレッチェ広島ジュニアコーチらと一緒にミニゲー
ムなどを行い､ 天然芝のグラウンドの感触を楽しんでいました｡
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コーチとミニゲームを楽しむ子どもたち

むかし懐かしい｢いろり｣を再現
東城の民具展
４月19日から26日
まで､ 東城支所ホー
ルで､ ｢東城の民具
展｣ が開催されまし
た｡ 明治・大正時代
の生活の中心であっ
た ｢いろり｣ を再現
し､ 当時使用してい
た台所用品などを展
示しました｡
銑鉄を使用し鋳物師が作った鉄瓶や五徳 (流し込
み) 茶釜・鉄鍋､ 鍛治師が作った刃物や農具・鉄器
など､ 鉄で栄えた東城ならではの貴重な民具を展示｡
会場は昔懐かしい雰囲気に包まれました｡
町の活性化を考える総合学習の一環として訪れた
東城中学校の１年生は､ 庄原市文化協会東城支部の
近藤芳弘さんから民具の説明を受け､ ｢東城には貴
重な民具がたくさんあり､ 鉄とともに発展したこと
が分かった｣ と話していました｡

観光シーズンが幕開け
帝釈峡湖水開き
｢第40回帝釈峡湖

水開き｣ が４月29日､
神龍湖畔で行われ､
朝早くから多くの観
光客で賑わいました｡
会場となった ｢ト
レイルセンターしん
りゅう湖｣ では､ 観
光客や関係者の安全
を祈願する神事が行
われ､ 今シーズンの無事故を祈願しました｡ ま
た､ 地元の鬼神太鼓の演奏や踊り子隊の舞､ 福
餅まきが行われ､ 大勢の観光客から拍手を浴び
ていました｡
神龍湖では､ 青葉の芽吹き始めた石灰岩の谷
間から龍をかたどった遊覧船が煙を吐きながら
登場｡ ４年ぶりに湖上に吊るされた大くす玉が
割れ､ 紙吹雪が舞うと､ 観光客からは一斉に歓
声があがりました｡

福餅まき

湖水開きのシンボルが復活

東城中１年生が見学
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三河内の山菜料理に行列
里山の春を食う会

農村の山菜料理が思
いきり味わえる ｢里山
の春を食う会｣ が５月
９日､ 庄原市街地の楽
笑座で行われました｡
比和の三河内地域振
興会のメンバーが､ 地
域で採れた山菜の天ぷ
らや白和え､ たけのこ
ご飯など32品目を作り
ました｡
１人500円で食べ放

題と割安感もあり､ オー
プンと同時にできた行
列が絶えないほど賑わ

いました｡ 振興会の青木澄子さんは ｢山菜は２日前
から採りに行き､ 下ごしらえをして､ 今日は４時に
起きて準備をした｡ たくさんの人に来てもらってう
れしい｡ この経験を地元で開催するイベントに活か
していきたい｣ と話していました｡

鮎の里まつり
｢鮎の里まつり｣ が５

月３日から５日の３日間､
鮎の里公園で開催されま
した｡
会場では､ ヤマメやマ
スの釣り堀を開放し､ 家
族連れなど多くの人が釣
りを楽しみました｡ また､
焼肉コーナーでは､ 口和
特産の牛肉を味わうなど､
ゴールデンウィークの新
たなレジャースポットと
して賑わいました｡

森の大切さを体感
釜峰山で森林教室
口北小学校 (児童39人) が４月27日､ 釜峰山へ１
年生歓迎遠足に行き､ 広島北部森林管理署などが開
催した｢ふれあいの森・森林教室｣に参加しました｡
子どもたちは､ 紙芝居を見たり､ 庄原の木々から
できたコルクに触れたりして､ 生活に密着した森林
の役割を学びました｡ 午後からは､ 松ぼっくりや木
の枝など森にある材料を使い､ 木工細工を楽しみま
した｡
また､ 森に関するクイズを解きながら登山をする
など､ 森や環境を大切にする心を育んでいました｡

紙芝居で森林の役割を学ぶ
釣り堀は大盛況！

総領診療所に永井先生赴任
４月から国民健康保険
総領診療所に､ 永井道明
先生が赴任しました｡
先日は､ 学校医として
総領小学校で健康診断を
行うなど､ 総領地域の医
療を支えています｡
永井先生は ｢地元の皆
さんに愛していただける
よう一生懸命頑張りたい｡
体で気になることがあれ
ば､ 気軽に診療所を訪ね
てほしい｣ と話していま
した｡

健康診断中の永井先生

熊野の特産品を販売
熊野神社の春の大祭に
あわせて､ 自治振興区
｢神話の里熊野むらづく
り推進協議会｣ が４月26
日､ 自らが経営するイザ
ナミ茶屋前で､ 特産品を
販売し､ 多くの人で賑わ
いました｡
西城町熊野地区で栽培
している ｢イザナミ米｣
(古代から食されている
もち米) を使った餅つき
やゴギの塩焼きなど､ 観
光客は地元ならではの味
を楽しんでいました｡福餅まき

山菜の天ぷらを手にする客
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大自然を散策し山野草を学ぶ
吾妻山で四季めぐり ”春編”
吾妻山四季めぐり ”春編”が５月13日､ 吾
妻山で開催されました｡
絶好の散策日和に恵まれた中､ 10時過ぎに
休暇村吾妻山を出発し､ 講師から山野草など
の説明を受けながら､ ４時間余りをかけてゆっ
くりと吾妻山を散策しました｡
吾妻山には､ 貴重な山野草である ｢ショウ
ジョウバカマ｣ や ｢ウマシノアシガタ｣ など
が自生しており､ 参加者は ｢高級楊枝の材料
となるクロモジの説明が印象的だった｣ ｢貴
重な山野草に触れる機会ができて良かった｣ と話していました｡
吾妻山の四季を楽しむイベントは､ 季節ごとに行われており､ 次回は８月５日に ”夏編”が開催される
予定です｡

元気と笑顔がいっぱい
しあわせ館まつり

第８回 ｢しあわせ館まつり｣ が４月22日､ 西
城保健福祉総合センターしあわせ館で､ ｢誰で
もきんさい！笑顔になれる出会いのチャンス�｣
をテーマに開催され､ 600人を超える人で賑わ
いました｡
はっぴぃメイトとひまわりの会の合同チーム
による ｢座・ソーラン｣ で威勢よく始まり､ 歌
や踊り､ 芝居の楽しいステージが繰り広げられ
ました｡
また､ しあわせ館で活動している皆さんの絵
手紙やちぎり絵､ 工芸などの作品展示のほか､
手打ちのしあわせそばや焼きたてパンなどを販
売｡ フィナーレは､ 公民館教室 ｢歌声ひろば｣
の古川由紀さんのアコーディオン伴奏で､ 会場
全体が一つになって歌いました｡
来場者は､ ｢楽しい趣向やステージでの感動､
おいしい食べ物もあり､ 心が満足した一日でし
た｣ と話していました｡

吾妻山の頂上で景色を楽しむ参加者

来場者と一緒に健康体操

みんなで守ろう｢火の用心｣
幼年消防クラブが防火パレ－ド
４月24日､ 西城保育所年長・年中園児 ｢おひさま
幼年消防クラブ｣ が､ 庄原消防署西城出張所､ 庄原
市消防団西城方面隊と合同で､ 防火パレ－ドをしま
した｡
｢火の用心｣ と染め抜いた､ おそろいの法被を着

た園児51人は､ 西城町商店街で ｢みんなで守ろう
火の用心｣ と呼びかけ､ 沿道の住民や保護者は､
｢かわいいねえ｣ ｢がんばって｣ と声援をおくり､ 防
火に対する意識を新たにしていました｡ また､ 園児
たちは､ 高さ25ｍに伸びるはしご車のゴンドラに試
乗しました｡
｢おひさま幼年消防クラブ｣ は､ 昭和62年 (1987

年) に結成し､ 毎年４月の林野火災防止強化月間に
パレ－ドをして､ 住民に ｢火の用心｣ を呼びかけて
います｡
備北地区消防組合管内では､ ４月中に22件の火災
が発生｡ 庄原消防署西城出張所の吉森所長は､ ｢春
先は風が強く､ 火災が起きやすい｡ 火の取り扱いに
は､ 充分注意してほしい｣ と話していました｡

拍子木を打つ園児たち
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Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。(

電
話
可)

申
込
締
切

６
月
20
日

(

水)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

�(

０
８
２
４)

７
３-

１
１
８
８

FAX(

０
８
２
４)

７
２-

７
９
４
０

メ
ー
ル������ �������＠

�������������������������
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身
体
障
害
者

定
期
相
談(

判
定)

会

[

聴
覚]

６
月
21
日(

木)

受
付
13
時
〜
14
時

と
こ
ろ

備
北
地
域
事
務
所
第
３
庁
舎

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係

�(
０
８
２
４)

７
３-

１
２
１
０

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談

(

特
設)

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

６
月
26
日(

火)

７
月
10
日(

火)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き

７
月
５
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き

７
月
12
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

西
城
公
民
館

●
口
和
地
域

と
き

６
月
21
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

口
和
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き

７
月
10
日(

火)

９
時
〜
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

庄
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

�(
０
８
２
４)

７
２-

０
３
１
１

定
期
巡
回
児
童
相
談

備
北
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

６
月
21
日(

木)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き

６
月
22
日(

金)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
地
域

女
性
児
童
課
子
育
て
支
援
係

�(
０
８
２
４)

７
３-

０
０
５
１

東
城
地
域

東
城
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
係

�(
０
８
４
７
７)

２-

５
１
３
１

健
康
相
談

広
島
県
備
北
地
域
保
健
所

(

三
次
市
十
日
市
東)

で
実
施

す
る
健
康
相
談
で
す
。
事
前
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

ス
ト
レ
ス
、
思
春
期
の
悩
み
、

う
つ
病
・
認
知
症
な
ど
の
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き

６
月
19
日(

火)

受
付
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

○
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
、
精
神
科
医
師
、
精

神
保
健
福
祉
相
談
員(

保
健
師)

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き

６
月
22
日(

金)

受
付
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

６
月
13
日(

水)

７
月
11
日(

水)

13
時
〜
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所
保
健
課
保
健

対
策
係

�(

０
８
２
４)

６
３-

５
１
８
１

(

内
線
３
３
４
３)

マ
イ
・
ハ
ー
ト
・

コ
ン
サ
ー
ト

庄
原
市
民
会
館
で
は
、
開
館

30
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
三
良
坂
出
身
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏

者
沖
田
孝
司
さ
ん
率
い
る
マ
イ
・

ハ
ー
ト
弦
楽
四
重
奏
団
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。
よ
く
ご
存
知

の
曲
を
中
心
に
ト
ー
ク
も
交
え

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と
き

６
月
29
日(

金)

18
時
30
分
〜

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

入
場
料
金

一
般

２
、０
０
０
円(

小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
は
無
料
。入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。)

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。(

無
料)

問
い
合
わ
せ

市
民
会
館 �(

０
８
２
４)

７
２-

４
２
４
２

道
後
山
山
開
き
・

つ
つ
じ
祭
り

国
定
公
園
道
後
山
の
山
開
き

と
つ
つ
じ
祭
り
で
す
。
道
後
山

山
頂
か
ら
は
、
３
６
０
度
の
雄

大
な
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。

つ
つ
じ
の
甘
い
香
り
と
と
も
に
、

山
々
の
連
な
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と
き

６
月
17
日(

日)

11
時
〜

と
こ
ろ

月
見
が
丘
山
頂

(

西
城
町)

(

雨
天
の
場
合
は
道
後
山
高
原

ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
体
育
館)

内
容

奉
納
神
楽
、
西
城
川
太

鼓
、
福
餅
ま
き

※
無
料
送
迎
バ
ス
が
、
９
時
に

備
北
商
工
会
館
前

(

旧
西
城
町

商
工
会)

を
出
発
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

�(
０
８
２
４)

８
２-

２
７
２
７

ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

自
然
観
察
会

夏
の
道
後
山
高
原
の
植
物
を
、

専
門
家
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

観
察
す
る
、
道
後
山
高
原
ク
ロ

カ
ン
パ
ー
ク
自
然
観
察
会
で
す
。

標
高
７
０
０
ｍ
の
高
原
を
散
策
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【６月のイベント情報】
●お父さんの似顔絵プレゼント
期 間 ６月６日(水)～13日(水)

●さをり織りグループ展
期 間 ６月11日(月)～18日(月)

●ゆめさくら手作り講座－かしわ餅づくり
と き ６月24日(日) 13時30分～16時
１個 100円 (限定200個)

【お詫びと訂正】
４月に各戸配布した長期総合計画書 (概要版) の中
に､ 一部､ 誤りがありました｡ お詫びし訂正します｡

訂正個所
概要版３ページ､ ８ページの人口グラフ中､ 平成17
年数値の内訳｡

■人口の推移
(誤) (正)

資料：国勢調査
注)年齢不詳人口があるため､ 必ずしも合計人口と一致しない｡

｢特別慰労品｣ の贈呈
平和祈念事業特別基金では､ 恩給欠格者､ 戦
後強制抑留者および引揚者の皆さんに対して､
あらためて慰藉の念を表すため､ 内閣総理大臣
名の ｢特別慰労品｣ を贈呈しています｡
過去に内閣総理大臣名の書状などを受けた方､
書状などの請求をしなかった方も対象です｡ ご
本人からの請求に基づいて贈呈しますので､ ご
遺族などは対象になりません｡
特別慰労品は､ 対象者の区分に応じ､ それぞ
れ右欄に掲げた特別慰労品のうち､ ご希望のも
の１点になります｡
(注：対象者の区分の２つ以上に該当する場合であって
も､ いずれかの区分の特別慰労品１点のみ)

請求期限は､平成21年３月31日です｡請求書類
は､社会福祉課障害者福祉係(�0824-73-1210)
および各支所保健福祉課・市民生活課にあります｡
問い合わせ
独立行政法人 平和祈念事業特別基金
無料�0120-234-933(月～金､9時15分～17時15分)
ホームページ：����������������������

対象者および区分 特別慰労品

恩給欠格者

外地などにおける勤務経
験があり､ 恩給法令でい
う加算年を含めた在職年
が３年以上の方または実
在職年が１年以上の方

旅行券等引換券
(５万円相当)､
置時計､ 万年筆､
文箱､ 盾のうち
１点

外地などにおける勤務経
験はないが､ 実在職年が
１年以上の方

旅行券等引換券
(３万円相当)
または銀杯

戦後強制
抑留者

戦後､ 旧ソ連邦またはモ
ンゴル国の地域において
強制抑留された方

旅行券等引換券
(10万円相当)､
置時計､ 万年筆､
文箱､ 盾のうち
１点

引揚者 特別交付金の支給を受け
た引揚者 銀杯

県立広島大学市民公開講座 (前期)
｢地球のなかの庄原・庄原のなかの地球｣

－環境問題を考える－

庄原市の豊かな生活の源のひとつに恵まれた
自然環境があります｡ そして､ 庄原の人々はそ
の自然との共生を心がけてきました｡ しかし､
環境の悪化が進んでいるのも事実です｡ 地球上
に膨大な数の人間が住むようになり､ 自然を維
持するためにはその人間の協力が不可欠となっ
てきました｡
今回の講座では､ 身の回りに存在する昆虫や
動物の目､ または日常生活に欠かせない水など
を通して環境について学びます
と き ６月27日(水)～７月25日(水)
ところ 県立広島大学庄原キャンパス
申込締切 ６月20日(水)
受講される方は､ 生涯学習課社会教育係へ電
話かメールで申し込みください｡ (住所・氏名・
電話番号・年齢をお知らせください｡) 受付後､
資料を送付します｡
受講料 テキスト代1,000円 (初回出席時納入)
定員 80人
講座日程

問い合わせ
庄原市教育委員会 生涯学習課社会教育係
〒727-8501 庄原市中本町一丁目10番１号�0824-73-1188 FAX0824-72-7940����������������������������������������������
回 日 時 講座名 講 師

1 6/27(水)14:40～ 環境問題と私たちの生活
生命環境学部教授
三好 康彦

2 7/4(水)14:40～ 地球温暖化と昆虫 生命環境学部准教授
五味 正志

3 7/11(水)10:40～ 異変！ツキノワグマ
元中国新聞写真部長
紺野 昇

4 7/18(水)13:00～ 森林資源活用による
環境保全と地域活性化

生命環境学部教授
宮本 誠

5 7/25(水)14:40～ 農村の環境づくり(生産と生活)
生命環境学部准教授
前川 俊清

※一講座90分です｡３回以上受講された方には修了証を交付します｡

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

屋
外
に
広
告
物
を
表
示
・
設

置
す
る
場
合
、
法
令
に
よ
り
許

可
が
必
要
で
す

１
、
屋
外
広
告
物
の
規
制

街
や
沿
道
に
は
ポ
ス
タ
ー
、

立
看
板
、
広
告
塔
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
広
告
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
広
告
物
は
社
会
生
活
に
役
立

ち
、
に
ぎ
わ
い
や
活
気
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
無
秩
序
に
設
置
な

ど
す
る
と
広
告
物
が
氾
濫
し
、

良
好
な
景
観
や
自
然
の
風
致
が

損
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
設
置

や
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
な
い

と
落
下
や
倒
壊
な
ど
災
害
を
招

き
ま
す
。

こ
の
た
め
広
島
県
で
は
、
屋

外
広
告
物
法
の
規
定
に
基
づ
き

広
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
を
定

め
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
風

致
の
維
持
お
よ
び
公
衆
に
対
す

る
危
害
の
防
止
と
い
う
観
点
か

ら
屋
外
広
告
物
の
規
制
を
行
っ

て
い
ま
す
。

２
、
屋
外
広
告
物
と
は

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

１
、
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間

継
続
し
て
表
示
さ
れ
る
も
の

２
、
屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の

３
、
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

４
、
看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、

は
り
札
、
広
告
塔
、
広
告
板
、

建
物
そ
の
他
の
工
作
物
な
ど
に

掲
出
さ
れ
、
ま
た
は
表
示
さ
れ

た
も
の
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の

原
則
、
広
告
物
を
表
示
ま
た

は
設
置
す
る
場
合
に
は
、
庄
原

市
に
申
請
書
を
提
出
し
て
、
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
許
可
申
請
が
必
要

な
広
告
物
の
一
部
に
、
規
制
の

適
用
が
除
外
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
管
理
係

�(
０
８
２
４)

７
３-

１
１
７
２

改
正
フ
ロ
ン
回
収
・

破
壊
法
説
明
会

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け

て
、
フ
ロ
ン
類
の
排
出
抑
制
を

強
化
す
る
た
め
、
特
定
製
品
に

係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破

壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律(

フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法)

が
改
正
さ
れ
、
平
成
19
年
10
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

広
島
県
主
催
の
説
明
会
が
左

記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象

飲
食
店
の
冷
蔵
庫
・
事

務
所
用
エ
ア
コ
ン
な
ど
業
務
用

冷
凍
空
調
機
器
の
所
有
者
、
整

備
者
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収

業
者
、
産
廃
業
者
、
建
物
解
体

業
者
な
ど
。

一
般
の
ご
家
庭
で
も
業
務
用

機
器

(

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ

ア
コ
ン
等)

を
所
有
し
て
い
る

場
合
、
対
象
と
な
り
ま
す
。

と
き

６
月
14
日(
木)
広
島
会
場

(

広
島
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー)

６
月
21
日(

木)

福
山
会
場

(

県
福
山
地
域
事
務
所)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
環
境
対
策
室

�(
０
８
２)

５
１
３-

２
９
１
８

FAX(

０
８
２)

２
２
７-

４
８
１
５

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

な
ど

(

事
変
地
の
区
域
ま
た
は

戦
地
の
区
域)

に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
旧
陸
軍
従
軍
看
護
婦
の

方

(

慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除

く)

に
対
し
て
、
そ
の
ご
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら

の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
請
求
期
限
】

平
成
21
年
３
月
31
日

【
請
求
用
紙
】

請
求
用
紙
は
社
会
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係

[�(
０
８
２
４)

７
３-

１
２
１
０]

お
よ
び
各

支
所
保
健
福
祉
課
・
市
民
生
活

課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。(

総
務

省
に
直
接
問
い
合
わ
せ
て
も
可)

問
い
合
わ
せ

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

業
務
担
当

�(
０
３)

５
２
５
３-

５
１
８
２(

直
通)

朗
読
録
音
テ
ー
プ
を

お
届
け
し
ま
す

庄
原
声
の
友
の
会
は
、
目
の

不
自
由
な
方
ま
た
は
弱
視
の
方

に
対
し
、
毎
月
１
回
、｢

広
報

し
ょ
う
ば
ら｣

の
朗
読
録
音
テ
ー

プ
を
作
成
し
、
無
料
で
郵
送
し

て
い
ま
す
。
朗
読
録
音
テ
ー
プ

を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
朗
読
録
音
テ
ー
プ
作

成
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
方
の

支
援
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
会
員
の
活
動
】

と
き

毎
月
１
回
10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

広
報
し
ょ
う
ば
ら
の
朗

読
、
録
音
、
テ
ー
プ
の
作
成

問
い
合
わ
せ

庄
原
声
の
友
の
会

岩
見

�(
０
８
２
４)

７
４-

０
７
５
４

山
下

�(
０
８
２
４)

７
８-

２
６
２
０
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６月・７月の犬・猫の引き取りは､ 次の
日程で実施します｡ なお､ 手続きには認
印が必要ですので､ 持参してください｡

犬･猫の
引き取り

日 程 場所および時間

庄原
地域

毎月第1～第4火曜日
6月5・12・19・26日

東自治振興センター 11時～11時10分
市役所車庫前 11時25分～11時35分
敷信自治振興センター 11時50分～12時

…
…

毎月第1～第4火曜日
7月3・10・17・24日

東自治振興センター 11時～11時10分
旧江の川総合開発工事事務所 11時25分～11時35分
敷信自治振興センター11時50分～12時

…

西城
地域

毎月第1・第3木曜日
6月7・21日
7月5・19日

西城支所 9時～9時10分………

東城
地域

毎月第1・第3木曜日
6月7・21日
7月5・19日

小奴可研修センター 9時40分～9時50分
東城文化会館10時20分～10時30分

…

口和
地域

毎月第４木曜日
6月28日
7月26日

口和支所 11時40分～11時50分………

高野
地域

毎月第４木曜日
6月28日
7月26日

高野支所 13時20分～13時30分………

比和
地域

毎月第４木曜日
6月28日
7月26日

比和支所 13時50分～14時………

総領
地域

毎月第２水曜日
6月13日
7月11日

総領支所 9時40分～9時50分
(スクールバス駐車場)

………

※７月から市役所車庫前を仮庁舎(旧江の川総合開発工事事務所)へ変更します｡
市民の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡

休日診療のご案内
6月･7月の休日診療については､
次のとおりです｡

■庄原地域
月 日 診療所名 電話番号

6月10日(日)

17日(日)

24日(日)

7月1日(日)

8日(日)

備北ななつか病院

林 医 院

児 玉 ( 納 ) 医 院

庄原赤十字病院

戸 谷 医 院

0824-75-2070

0824-72-0121

0824-72-0147

0824-72-3111

0824-72-3131

※庄原赤十字病院については､ 救急患者に限ります

■東城地域
月 日 診療所名 電話番号

6月10日(日)

17日(日)

24日(日)

7月1日(日)

8日(日)

瀬 尾 医 院

こぶしの里病院

日 伝 医 院

東 城 病 院

三上クリニック

08477-2-0023

08477-2-5255

08477-2-2180

08477-2-2150

08477-2-1151

■発行／平成19年6月5日 ■編集・発行／庄原市情報推進課 〒727-8501 広島県庄原市中本町一丁目10番１号 �0824-73-1159 ■印刷／シンセイアート㈱
｢

毎
日
、
子
ど
も
の
様
子

が
気
に
な
る
ん
よ｣

と
、
下

校
時
に
、
自
宅
前
の
道
路
に

出
て
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
、

姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見

届
け
る
人
た
ち
が
い
る
。
地

域
の
連
帯
が
強
い
と
こ
ろ
は
、

犯
罪
者
が
入
り
に
く
い
。
特

集｢

守
り
た
い
！
子
ど
も
の

安
全｣

の
取
材
を
通
し
、
地

域
の
安
全
を
守
る｢

地
域
力｣

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
息
の
長
い
活
動

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
住
民
参
加

が
必
要
で
す
。
広
報｢

し
ょ

う
ば
ら｣

で
は
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
安
全
を
支
え
る
人

を
応
援
し
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
活
動
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

糸� [住民基本台帳登載人口]
○人 口 42,797人(前年比－728人)
男 20,301人(前年比－325人)
女 22,496人(前年比－403人)

○世帯数 16,218世帯(前年比＋46世帯)
[外国人登録人口]
○人 口 320人(前年比＋15人)

人の動き(４月末日現在)

��������������������
市街地の空き店舗を活用した､ 各種展示ができる市民ギャラリーです｡

●土井申一書道展
｢生活に役立つ書道｣
７日(土)～10日(火)
９時～17時 ※入場無料

●問い合わせ
庄原市文化協会事務局 電話0824-72-4347(白川)
生涯学習課社会教育係 電話0824-73-1188
商工観光課商工観光係 電話0824-73-1179
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込
みください｡ 使用料はいりません｡

�������
献血を次のとおり実施します｡
皆さんのご協力をお願いします｡

■問い合わせ 保健医療課医療係 �������������献血の
ご案内
実施日 会場 受 付 時 間

６月26日(火) 西城保健福祉総合センター(しあわせ館)
10時～11時30分
12時30分～15時

６月27日(水) ジョイフル 11時30分～15時

★土曜くんち！ご家族揃って遊びに
来てね｡
★名物くんち焼き芋｡ 是非食べてみ
て｡
★新店続々！！手仕事市に注目です！������� ���� ���������������������������� ���� ��������������������������������

����

��
��� �� � �� ����������������������������� ������� �������

※公務により実施できない場合もあります｡
※道路の改良･維持･修繕などの要望､陳情は､直接事業担
当課へお願いします｡
■問い合わせ 情報推進課広報統計係�0824-73-1159｢ふれあい市長室｣の日程

広報しょうばら 2007.06 ����������������������������
森林のしくみとそこで働く人々を紹介｡
自動枝打ロボットやペレットストーブも展示
します｡ 写真パネル・標本80点｡� � ６月24日(日)まで
※帝釈峡まほろばの里でオートキャンプができます｡

��� ������������������ ���������08477-6-0161

７
月
28
日

(

土)

か
ら
29
日

(

日)

の
１
泊
２
日
で
、
小
学

校
４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
し
た
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ン
プ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
自

然
の
中
で
、
野
外
活
動
の
体
験

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
隠

さ
れ
た
可
能
性
を
引
き
出
す
き
っ

か
け
作
り
や
、
人
と
の
触
れ
合

い
を
大
切
に
す
る
心
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日

７
月
28
日(

土)

〜
７
月
29
日

(

日)

１
泊
２
日

○
募
集
人
数

小
学
４
年
生
〜
６
年
生(

30
人)

○
内
容

テ
ン
ト
設
営
・
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど

○
宿
泊
手
段

テ
ン
ト
泊

○
参
加
費

７
、０
０
０
円

(

入
園
料
・
施
設
使
用
料
・
食

事
代
・
障
害
保
険
料
を
含
む)

○
申
し
込
み

６
月
18
日(

月)

〜
７
月
13
日

(

金)
(

当
日
消
印
有
効)

〒
７
２
７－

０
０
２
２

庄
原
市
上
原
町
１
３
０
０

国
営
備
北
丘
陵
公
園

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ン
プ
係

※
往
復
は
が
き
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

国
営
備
北
丘
陵
公
園

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ン
プ
係

�(
０
８
２
４)

７
２-

８
８
０
０

FAX(

０
８
２
４)

７
２-

８
８
０
３

【庄原市ホームページアドレス】http://www.city.shobara.hiroshima.jp

�������������������
｢広報しょうばら｣に広告を募集します
市内の全世帯(約16,000世帯)に配布する広報紙

｢広報しょうばら｣(毎月５日発行)に広告を掲載して
いただける法人､団体､個人事業者などを募集します｡
問い合わせ 情報推進課 �0824-73-1159
期間中 市内７会場でパネル展を開催します｡ 詳しくは
チラシ・ホームページをご覧ください｡

������������������������������������
女性児童課男女共同参画係 �0824-73-1243������������� � � � � � � � � � ����������������

広 島 県 広 島 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 女 性 相 談 課
(配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所)�082-254-0391
広 島 県 備 北 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 相 談 援 助 課
(配偶者暴力相談支援センター)�0824-63-5181(内線2313)
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日切大師／東城町川東
大正時代､ 手の指を病み困っていた老婆が､ ｢10日の

間に治してほしい｣ と願をかけたところ､ 10日目には全
快し､ お礼に赤い着物を着せてお堂を造り祀ったそうで
す｡ 日にちを切って願をかけると､ なんでも叶えてくれ
るといわれ､ ｢日切りのお大師さん｣ と呼ばれています｡

首なし地蔵／比和町越原
越原地区に嫁いでくるとき､ 地元の人たちが､ いつま
でも腰を据えてほしいと嫁ぎ先にこの地蔵を運んでいま
した｡ 今では､ ｢良縁に巡り合いますように｣ とお参り
されています｡

こぶ観音／比和町三河内
できものや腫れ物にご利益があるといわれています｡
お参りするときには､ 松などにできたコブをお供えする
と良いといわれ､ お堂の中には多くのコブが供えられて
います｡

市市内内ににはは､､昔昔かからら言言いい伝伝ええらられれたたささまま
ざざままなな｢｢願願掛掛けけ｣｣がが今今ででもも残残っってていいまま
すす｡｡ 今今月月はは庄庄原原市市のの｢｢願願掛掛けけ｣｣をを紹紹介介しし
まますす｡｡

持ち上げ観音／口和町永田
観音さまを一心に信仰し､ 願いをかけて持ち上げると､
願いごとが叶う時は非常に軽く感じ､ 叶わない時は重く
感じるとといわれています｡

枕枕
ちんちん

さん／総領町稲草
小さな枕を奉納して祈ると効果があるといわれ､ 不眠
に悩む方々が訪れています｡
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